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アーカイバルタグ標識放流

当センターでは，マグロ類やブリなどの回遊経路等を明らかにするため，アーカイバルタグ標
識（データ記録型標識）放流を行っています。この標識は，魚が遊泳した深度，水温，照度など

， ， 。を記録することができ そのデーターを解析することにより 大まかな移動経路を把握できます
腹部を切開しタグを挿入した後，縫合し再放流します。
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アーカイバルタグを装着したヨコワ（クロマグロの幼魚）

アーカイバルタグ装着作業

アーカイバルタグ

※最近はより小型化されたものもあります。
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マイワシ資源の復活なるか！？

はじめに

皆さん，最近「マイワシ」を見かけたこと

はありますか？かつては大量に漁獲され，大

衆魚の代表格となっていましたが，近年では

ほとんど漁獲されなくなり，今ではすっかり

幻の魚として扱われています。現在このマイ

ワシは漁獲可能量(TAC)制度の対象魚種とし

て，水産庁や(独)水産総合研究センターを中

心に資源管理に取り組んでいるところです。

マイワシの漁獲量の推移

マイワシの全国的な漁獲量の推移を見る

と，農林水産統計年報では昭和48年頃から漁

獲量が増加し，ピーク時の昭和63年には449

万トンまで増加しました。しかし平成元年か

ら漁獲量は減少に転じ，平成10年には16万7

千トン，平成17年には2万8千トンにまで減少

してしまいました。(図１)

図1．全国のマイワシ漁獲量の推移

昭和60年以降の鹿児島県のまき網における

漁獲量の推移(当センター調べ)を見てみる

と，平成7年までは2～3万トン前後で推移し

ていましたが，平成8年には2千トンにまで激

減し，平成16年にはなんと0.3トンにまで減

少してしまいました。(図２)

図2．鹿児島県のまき網による漁獲量の推移
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ここに注目!!

突然出現したマイワシ

ところで皆さん，この図2のグラフをよく

見てください。折れ線グラフが平成19年に上

に向かって伸びています。実は昨年，漁獲量

が3,890トンと10年ぶりに1,000トンを超える

マイワシのまとまった漁獲があったのです。

昨年の鹿児島県でのまき網によるマイワシ

の月別漁獲量を見ると，3月から突然数百ト

ン程度漁獲されるようになり，9月に一旦減

少した後10月に最高の1,450トンとなりまし

た。その後は減少し，12月には全く漁獲され

ませんでした。(図３)

図3．平成19年の鹿児島県のまき網による漁獲量

この突然漁獲されるようになったマイワシ

はどのようなサイズか，月別に漁獲されたサ

ンプルの体長組成を見てみました。(図4)

すると，2月から2歳魚(平成17年生まれ)主

体に漁獲され始めたことが分かりました。

図4．平成19年の月毎のマイワシ体長組成(cm)
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マイワシはどこからやってきたの？

突然漁獲されるようになったマイワシはい

ったいどこから来たのでしょう？マイワシは

もともと東シナ海・日本海西部に分布する対

馬暖流系群と，太平洋側に分布する太平洋系

群の二つの大きな系群があります。

資源量の多かった1980年代には，冬になる

と対馬暖流系群が鹿児島県海域にまとまって

南下してくるといった現象が見られたため，

当初は対馬暖流系群が南下してきたのではな

いかと考えました。しかし，東シナ海側の各

県に問い合わせても，マイワシが獲れている

という情報はありませんでした。

次に太平洋系群に着目し，太平洋側各県の

マイワシの漁模様について情報を集めてみま

した。すると，大分県や宮崎県などの近隣県

でマイワシが近年まとまって漁獲されている

ことが判明しました。図5に大分県と宮崎県

が調査した両県のまき網によるマイワシの年

間漁獲量を示します。

図5．大分県・宮崎県のマイワシの年間漁獲量
1)

また，太平洋系群については中央ブロック

卵・稚仔，プランクトン調査研究担当者協議

会において，マイワシの各年期毎の総産卵量

を算出しています。このマイワシ太平洋系群

の総産卵量が最も少なくなった平成14年期以

降の総産卵量を図6に示しました。これを見

図6．マイワシ太平洋系群の各年期の総産卵量
2)

ると，平成14年期は過去最低水準の30兆粒程

度だったのですが，平成16年期以降増加傾向
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にあり，平成17年期は100兆粒を越え，近年

では産卵量が多かった事が伺えます。

以上より，昨年突然出現したマイワシは，

加入量の多かった太平洋系群が鹿児島県海域

に南下してきたものではないかと考えられま

す （詳細については現在調査中）。

おわりに

平成19年期，太平洋系群の産卵量は平成17

年期の1.5倍となり，多くの県(特に高知県以

西の太平洋側各県)で2007年級群(平成19年生

まれ)がまとまって漁獲されました。

また，対馬暖流系群においても2007年級群

のまとまった漁獲が確認されました。これを

受け，平成20年度のマイワシの資源評価は，

両系群とも水準は依然「低位」ではあるもの

の，動向はこれまでの「減少」あるいは「横

ばい」から一転して「増加」となりました。

今後，マイワシは再び大衆魚に返り咲くこ

とができるのでしょうか。その為にもきちん

とした資源管理のもとで資源維持・回復を図

り，持続的な利用ができるように適切な漁獲

を行わなければなりません。その一助となる

べく，今後もマイワシ資源の調査・研究に尽

力していきたいと思います。

マイワシが再び大量に漁獲されるようにな

ることを祈りつつ・・・。

出典

1)第89回対馬暖流系アジ・サバ・イワシ長期

漁海況予報会議 大分県,宮崎県資料

2)中央ブロック卵・稚仔、プランクトン調査

研究担当者協議会資料（平成15～20年度）

（資源管理部 槐島）
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ヤコウガイ種苗生産－過去最高を樹立－

今年度のヤコウガイの種苗生産状況を報告

します。先ず，生産（出荷）実績です。今年

度は，平成18年度採卵群より，過去最高とな

（ ）。る15,100個を出荷しました 10月末日現在

今までヤコウガイ幼生を波板上で飼育してい

る期間中は，発生させた付着珪藻のみで飼育

していました。この方法では，一時期を過ぎ

ると，殆どの付着珪藻を幼生が摂餌し尽くし

てしまい，波板だけが残る状態となります。

十分な摂餌量が確保されていないのではと考

え，剥離前の殻高約4mmの稚貝を使用し，①

波板のみでの飼育，②波板＋配合餌料，③波

， ，板＋海藻 ④波板＋海藻粉末の４区を設置し

。 ，比較試験を実施しました その結果成長率は

海藻区が一番良く，次いで配合区，海藻粉末

区の順となりました。また，配合区や海藻粉

末区では，餌料が腐敗するため，２日に１回

の掃除が必要となり，貝に負荷がかかると思

われ，生残率が若干劣りました。

生残率の向上と成長促進を図るため，

波板飼育時に海藻給餌を始めたことで，

今年度の成果を得ることができました。

また，19年度採卵群においては，採卵５

ヶ月後より海藻給餌を開始したところ，

今 ま で ， 全 て

を 剥 離 す る の

に 約 １ 年 半 要

し て い ま し た

が ， １ 年 で 全

て を 剥 離 す る

ことができ，予想以上に成長を促進させ

ることができました。

今後の課題としては，適正な収容個数

の検討と，給餌海藻の確保です。有効海

， ，藻として オゴノリを培養していますが

一定以上の水温と照度が必要で，現施設

オゴノリ給餌状況

（予算）では，必要数量の確保は困難な

状況です。これらの課題を次期奄振事業

において取り組んで行きたいと思ってい

ます。

また，親貝の養成において，平成18年

度に搬入した親貝が昨年度に引き続き，

今年度も放卵・放精をし，受精卵を得る

ことができました。当センタ－での同親

貝の採卵は３回（年）目となります。こ

の他に今年度は，新たに沖永良部島より

親貝を搬入しましたが，一部放卵，放精

は見られたものの，十分な受精卵を得る

ことはできませんでした（解剖の結果成

熟腺が未成熟 。）

現在，当センター内で養成している親

貝については，周年十分な餌を給餌して

いますが，採卵時期前に自然に放精した

り，放卵する個体もありました。センタ

， ，－内で養成することにより 成熟を促し

産卵をコントロールできるよう給餌量や

給餌時期等検討して行きたいと思ってい

ます。

ところで，10月６日にバヌアツ共和国

よりアンドリュー・ウイリアムさんが，

ヤコウガイの種苗生産等の研修に来まし

た 。 4 0 日 間

の 当 セ ン タ

ー で の 研 修

，を終えた後

貝 細 工 の 研

修 の た め ，

徳 之 島 へ 向

かわれました。

学生時代に真面目に英語の授業を受けてお

， 。くべきだったなぁと 痛感した40日間でした

（種苗開発部 川口）
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ミクロな寄生虫たち

１．はじめに

みなさんは魚の寄生虫と聞かれると小さい

けれど肉眼で観察できるものをイメージされ

ませんか？例えば魚の体表や内臓にみられる

数mm～数㎝のハダムシや線虫などです。しか

し，魚病検査で顕微鏡を多用する私は10μm

（1/100mm）に満たない粘液胞子虫などの極

小な寄生虫を目にする事が多く，ミクロな寄

生虫世界の広がりを実感しています。

粘液胞子虫は原生動物属のミクソゾア門に

分類されており千種以上が知られています。

これらは生活環を含め謎が多い寄生虫です。

それゆえ研究チャンスが豊富でミクソゾア門

にちなんだミクソマンと呼ばれる研究者が世

界中にいるそうです。マニアの間ではホット

な寄生虫ですが最近では表舞台にもしば顔を

出すようになり問題視されています。

これらが与える影響については不明な点も

多いのですが，魚にとってはあなどれない存

在だと感じますので本県の事例を紹介しま

す。※なお，以下は人への寄生報告は無く，

あくまでも魚の寄生虫についてのお話です。

２．養殖ヒラメの脳にみられた粘液胞子虫

昨年の秋と冬に離れた２カ所の養殖場でヒ

ラメの異常遊泳を伴う大量死がみられまし

た。病魚は写真１のように痩せているものの

顕著な外傷はなく細菌やウイルスも分離され

ませんでした。

写真１ 病魚外観

病魚は水面近くで体を屈曲させながら緩慢

な旋回遊泳を行うことから神経系への異常が

疑われ，脳からは写真２のように花びらのよ

うな7個の極嚢を持つ ないKudoa yasunagai

しその近縁種と推定される粘液胞子虫が確認

されました。 などはスズキKudoa yasunagai

やヒラメの異常遊泳の原因といわれているこ

とから本事例もこの寄生虫が原因と推定しま

した。

写真２ 粘液胞子虫（顕微鏡1,000倍）

３．養殖カンパチ稚魚のキリキリ舞

今年５月に中国海南島から本県養殖場へ導

入された200ｇ前後のカンパチが池入れ直後

から写真３のように螺旋状に旋回遊泳し水面

近くを鼻上げしながら死亡する事例がみられ

ました。関係者は以前からこれを「カンパチ

稚魚のキリキリ舞」と呼んでいますが導入後

しばらくすると自然に終息し，近隣の魚に伝

染するような病気ではないことから原因の究

明が遅れていました。

写真３ 病魚の遊泳状況
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今回の発生は平成20年5月10日～5月下旬

(水温20～23℃)で，鹿児島湾内の離れた数カ

所の養殖場で同時に発生し，病魚はすべて海

南島から同じ運搬船で運ばれたものでした。

１生簀の15,000尾を追跡調査したところ，日

間死亡尾数は50～100尾，終息までの20日間

で累積死亡尾数は１,500尾でした。病魚は写

真４上のとおり，生簀網への衝突によるもの

と思われる頭部や各鰭の先端部のスレ( 部←

分)がみられましたが，写真４下のように全

く無症状の病魚も含まれていました。

写真４ 病魚外観

当初，水技センターでは写真５に示す粘液

胞子虫を検査魚の脳から検出したので死亡原

因としました(10尾中2尾の割合)。しかしす

べての魚にみられないことから根拠に乏しい

と考え，養殖研究所に精密検査を依頼したと

ころ写真２の微胞子虫と思われるさらに小さ

な寄生虫がすべての病魚の中枢神経(脳およ

び脊髄)から見つかり，神経組織の炎症反応

も確認することができたため原因は微胞子虫

による脳脊髄炎と結論づけられました。

養殖業者への聞き取りによると今回の死亡

事例は海南島で台風１号を避けるために水深

の浅い海域に移動したカンパチだけにみられ

たことが分かりました。このことから海底に

生息する？微胞子虫が台風の波浪により巻き

上げられて直接または微胞子虫が寄生した生

物（ゴカイやイトミミズなどの中間宿主？）

を食べたカンパチが罹病したのではないかと

思われます。台風時は時化で給餌作業ができ

ないので空腹になったカンパチが養殖生簀内

に紛れ込んだ生物を口にしてしまうことが感

染を助長したのかもしれません。また，病魚

の脳からは写真５の粘液胞子虫も散見された

ことから台風避難時のカンパチは複数の寄生

虫から攻撃を受けたと思われます。

台風という自然現象と生簀の移動，無給餌

という人為的な要因がカンパチにとって寄生

虫を受け入れやすい条件を満たしたのではな

いでしょうか？

写真５ 脳にみられた粘液胞子虫

写真６ 脳にみられた微胞子虫：(独)水産総合

研究センター養殖研究所提供

４．おわりに

今現在これらの寄生虫を積極的に駆除する

知見はありませんし，発病するまでは見極め

も困難だと思います。

対策としては人工種苗の導入や，天然種苗

の場合は水深の深い場所で適正な給餌管理に

より育成された種苗，つまり寄生虫侵入のリ

スクが低い種苗を購入することが重要だと思

います。また，陸上養殖であれば濾過海水を

使用するなどして寄生虫の侵入を防ぐ努力が

必要だと感じます。

（安全食品部 平江）
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流れ藻の根の活用

本年４月から漁場環境部に配属となり，海

藻関係を担当することとなりました。よろし

くお願いします。

海藻関係の業務は，普及員の頃，青年部の

方達とともに藻場回復活動として取り組んだ

経験がありましたが，なかなか成果が得られ

ず，藻場回復の困難さを身をもって実感して

いました。藻場回復手法も細部については進

化しているようで，例えばホンダワラ類幼胚

（海藻の種のようなもの）供給の方法にスポ

アバック法がありますが，以前は，目の細か

いタマネギ袋などを使用していたのが，現在

では目の粗いスカリに母藻を入れるようにな

っています。目の細かい網袋では，母藻から

出た幼胚が網に付着して海底まで届かなかっ

たり，母藻の傷みが早く，良好な状態が長く

続かないためです。また，既に「うしお」で

も紹介されていますが，母藻設置の方法とし

て中層網型藻場造成技術も開発されており，

藻場造成

の手法も

日々進化

している

状況のよ

うです。

５～６月頃鹿児島湾沿岸でよく目にするヤ

ツマタモクやマメタワラが時化で切れて流れ

藻となり，その中には根が付いたものも見ら

。 ，れます この円錐状の部分は盤状根と言われ

海藻が切れた後もしばらくすると根や残った

茎から発芽し，翌シーズンに向けて生長しま

す。海藻採取は根に近い茎を残して刈り取る

ように，と言われるのはこのためです。当セ

ンターの水槽には人工採苗により育て，毎年

放卵前に海藻体を刈り取り，残った根や茎か

ら発芽・生長させた８年以上経過したヤツマ

中層網型藻場造成の模式図

タモクなどがあります。根は，海藻の体を固

定するだけでなく，種類によっては，繁殖の

役割も持っていることを証明しています。こ

のことは長期にわたり藻場の形成を維持する

上で根が重要なことを示しています。小さな

幼胚から生じた芽は弱いため数多く芽生えて

も生き残るのは少ないものですが，根から生

じた芽は脱落しても再び根から発芽できるの

で生き残る可能性は高くなります。

根が残った流れ藻を見ると 「もったいな，

い。流れ藻の根を使用し，現場で簡単にでき

る藻場回復方法は無いものか 」と思い，簡。

易な試験を実施したので，一部紹介します。

１ 試験の方法

。(1)ヤツマタモク盤状根と根に近い茎を分割

(2)分割したものをコンクリートプレートに

ゼリー状瞬間接着剤で接着。

(3)陸上水槽内で経過を観察 （7～11月）。

２ 結果

分割した盤状

根や茎からは試

験開始後１ヶ月

程度で芽の発生

が 見 ら れ ま し

た。８月に小型

巻き貝駆除用と

して入れたイシ

ガキダイ，イス

ズミにより，ほ

とんどの芽がも

ぎ取られてしま

いましたが，11

月現在，残った芽は最大２０センチ程度に生

長しました。今後は根がプレートに強固に固

着するかを観察し，また，報告できればと思

います。 （漁場環境部 徳永）
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平成20年度上半期の主な調査研究の実績

○ 漁海況の動向

１ 表面水温は，全海域で高め傾向。特に４

月，８～９月は平年よりかなり高めであっ

た。

２ 前年，約10年ぶりにまとまった漁獲のあ

ったマイワシは，来遊が見られず低調。

３ 前年好調であったウルメイワシは低調。

マアジは，７～９月に前年及び過去５年平

均を大きく上回る漁獲あり。カタクチイワ

シも好調。バショウカジキは低調。

○ 漁業情報の提供

漁業情報システムへのアクセス件数は，

9月末現在で，229,514件（前年同期 117% 。）

○ 資源調査・漁場開発調査

１ ビンナガ予報調査，マチ類保護区漁獲調

査，ヨコワ調査などを実施。

２ メバチ，キハダ，マチ類の標識放流を実

施。

○ 栽培漁業技術の研究・開発

１ スジアラの種苗量産に２年連続で成功。

全長約4cmの種苗，約52千尾を生産。22千

尾を11月に放流。

２ サバヒーは，全長約18mmの種苗，約36千

尾を生産。

３ カンパチは，過去2番目の生産数84千尾

を生産。

４ シラヒゲウニは，平成19年度採卵種苗

170千個（平均殻径18mm）を，４～６月に

放流用種苗として出荷。

５ ヤコウガイは，平成18年度採卵種苗13.1

千個（平均殻径20mm）を，６～８月に放流

用種苗として出荷。過去最高の生産個数。

○ 養殖技術の研究開発

１ 鹿児島湾では6月中旬に5年ぶりにｼｬﾄﾈﾗ

ﾏﾘｰﾅ赤潮が発生。6/18に警報発令，7/9警

報解除。多数の生簀が避難。被害なし。

２ 八代海では８月中旬から９月初旬にかか

。 ，てｼｬﾄﾈﾗ ﾏﾘｰﾅ赤潮が発生 8/21に警報発令

。 ，9/3警報解除 ﾌﾞﾘ当歳魚42千尾がへい死し

約120万円の被害。

３ 魚粉の配合割合が低い安価な餌料の開発

等のため，水産庁の公募型事業「低コスト

」 ，飼料・効率的生産手法開発事業 に応募し

採択決定。

４ ハダムシの防除技術確立を目指し，JST

（科学技術振興機構）の公募型事業「シー

ズ発掘試験」に「工学的手法を利用したハ

ダムシの寄生を予防する新技術の確立」と

いう課題で応募し，採択決定。

○ 藻場造成技術の研究開発

県内各地（南さつま笠沙町地先，肝付町高

山，指宿市岩本）の藻場造成について技術指

導。高度化事業，奄振事業等による各種調査

を実施。

○ 水産加工・品質管理に関する研究開発

１ 水産加工利用棟（ｵｰﾌﾟﾝﾗﾎﾞ）を活用し，

民間等と共同で，塩ブリ，カンパチウイン

ナー，ホタみそ漬けなどを試作。

２ 農林水産省の公募型事業「新たな農林水

産政策を推進する実用技術開発事業 に 魚」「

介類の出荷前畜養環境馴致による高品質化

」 ，システム技術開発 という課題が採択され

本県では，ゴマサバの短期蓄養の有効性と

最適蓄養条件の解明，蓄養と流通のマニュ

アル化，生食用冷凍フィレーの製品の開発

を試験を実施することが決定。

３ 水産加工利用棟の利用実績は，９月末現

在で67団体，143名。

○ 漁業研修の推進

当センターの来館者は，９月末現在で85団

体，1,142人。うち一般見学者795人，研修視

。 （ ）察者347人 企画研修部 外城


